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Ag cocatalyst were loaded on Ga2O3 particles by the ultrasonic reduction method. The obtained 

Ag/Ga2O3 particles were mixed with an aqueous solution of chromium nitrate. After drying, 

they were heated at 723 K in air. Silver chromate (Ag2CrO4) were generated on the surface of 

Ag/Ga2O3 particles. Regarding photocatalytic activities for CO2 reduction, CO evolution rate 

when using the photocatalyst coated with Ag2CrO4 was 2.5 times higher than that without 

coating. 
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超音波還元法を用いて Ga2O3粒子表面へ Ag ナノ粒子助触媒を担持させた 1)。この

Ag/Ga2O3粒子の表面に残留した有機物を除去するために大気中で 473 K、1時間の熱

処理を行った 2)。次に、得られた Ag/Ga2O3粒子に対して、含侵法と光電析法でクロム

化合物被覆を行った。含侵法の場合、Ag/Ga2O3粒子と硝酸クロム水溶液を混合し 353 

K で溶媒を蒸発させた後、大気中 723 K で熱処理することにより Cr 化合物被覆を行

った。光電析法の場合、硝酸クロム水溶液中に Ag/Ga2O3粒子を分散させた状態で Ar

雰囲気下において 1.5時間紫外光を照射することで Cr 化合物被覆を行った。 

含侵法で Cr 化合物被覆した場合、XRD パターンから Ag2CrO4の生成を確認した。

CO2還元光触媒性能評価結果を図 1 に示す。CO 生成速度は被覆前の約 2.5 倍に向上

し、CO選択率（CO生成速度／（H2＋CO生

成速度）×100）は被覆前の 72%から 69%へ

とわずかに低下したのみであった。一方、光

電析法で Cr化合物被覆した場合は、XRDパ

ターンにおいて明確なCr化合物のピークが

検出されなかったため、アモルファス状態

の水酸化クロムが生成していると推測し

た。CO2還元光触媒性能評価の結果、被覆前

と比較して CO 生成速度は約 1.8 倍に向上

したが、CO選択率は 28%まで低下した。 
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図 1 CO2還元光触媒性能評価結果 
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